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はじめに
　
立教大学理学部は、一九四九年の新制大学発足時に、
我が国で最初に設立された私立大学理学部のひとつである。理化学研究所（以下理研と略す）
（1）から兼任講師と
して立教 科専門学校に出講していた杉浦義勝（一八九五―一九六〇）
が主事に指名され、専門学校を
改組して理学部を設置するにあたって実質的な仕事をし、初代理学部長に着任したことは、 『立教大学の歴史』が伝えるとおりである
（2）。一九六〇年、現職教授であっ
た杉浦の逝去にあたり、 研以来の二九年間におよぶ交流があった理学部教授・中川重雄は追悼文を『立教』に寄稿し
（3）、辞世の詩句を紹介した。 「クレメント杉浦義
勝葬送式順序」
（4）にも記載され、会葬者に配布されたも
のである。
愛よりいでゝ
　
愛に帰る
　
これが人生
夕暮れの山路の果てを指して
　
一人で歩いて行きます
振り返って
　
ニッコリ
皆さん
　
さようなら
　
ありがとうございました
あゝ
　
愉しかった
これに接して杉浦の人柄を想い起し、 「ニッコリ笑わ
れた先生が私共を見ているようだ」と感じたのは、中川ひとりではなかっただろう。しかも、それは日本人だけにはとどまらない。この詩句がみき夫人の手によって英訳され、デンマーク・コペンハーゲン在住のニールス・ボーア（一八八五―一八六二）夫妻に送られ、返信が来
世界の友への微笑がえし
―コペンハーゲンに伝えられた理学部創設者の心―
中根美知代
〔研究ノート〕
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ているのである。ボーアが所長を勤めていた理論物理学研究所は世界に開かれていたことで知られ る
（5）。杉
浦の辞世の詩句は広範囲に伝えられたことであろう。
杉浦は、一九二五年秋から二七年春にかけてボーアの
研究所に滞在しており、そこでの体験は彼が理学部を構想する上で大きな影響を与えていた。本稿では、杉浦みきとボーアの書簡を紹介するとともに、理学部の来歴をコペンハーゲンとのつ がりの視点から捉えることを試みたい。
（一）杉浦の海外留学と量子力学一九二〇年代後半から一九三〇年代初めにかけて、杉
浦は量子力学と呼ばれる分野にかかわる理論的な成果をい
くつも挙げた
（6）。特に有名なのは、水素分子の結合状
態を示すハイトラー・ロンドンの理論を補完した仕事である。この理論は関連する領域を学ぶ上での基礎的な事柄とされており
（7）、杉浦の名前が教科書で言及されるこ
ともある
（8）。
杉浦はまた、量子力学を日本に移入・普及するうえ
で、もっとも重要な役割を果たした人物の一人でもある。一九二八年春、帰国後ただちに行った講演「新量子力学とその応用」には、当時 物理学会の大物のみなら
ず、学生・若い研究者が多く参集し、影響を受けた
（9）。
湯川秀樹の自伝的回想『旅人』
（10）には、一九三〇年に京
都大学で量子力学の集中講義を行った杉浦義勝の名前が記されている。同じ講義に出席し、ほどなく理研に入所した朝永振一郎は、杉浦 想い出を『量子力学と私』や『スピンはめぐる』で記しており
（11）、東京での量子力学
の研究会・勉強会の中心に杉浦がいたことも触れている
（12）。量子力学というと近寄りがたいが、今日、日常的に
使っているパソコン・電子レンジ・携帯電話などはこの成果を生かして作り出されたもの ある。原子爆弾も原子力発電も、この理論に基づく考察から生み出され 。
今日では、中学校や高校の理科の時間に、原子核の周
りにいくつかの電子がまわっている原子モデルを ぶ。ボーアの最も重要な仕事は、このような原子 モデルを採択し、電子の振る舞いによって、スペクトル線の状況や物質の化学的な変化を説明したことであ 。当時 科学者たちは、一九一三年に発表されたこのモデルに基づいて、さまざまな実験を試み、一七世紀以来積み上げられてきた伝統的な理論を適用して、観測された現象を解析・説明していった。ボーアの着想は、量子論と呼ばれる分野を確立し、一九二二年、ノーベル物理学賞を受賞する。
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一
九二〇年代に入ると、この手法が行き詰まってき
た。そこで、原子や電子のような微視的なものを扱う場合には、伝統的な物理学には見られない考え方が必要という認識が生まれてきた。微視的な世界では、位置と運動量を同時に正確に決定すること できない、光や物質は波動と粒子の二重性を持っているように振る舞うといった理解である。このよう 世界観を踏まえて量子力学が作られた。一九二四年から一九二七年にかけて、ハイゼンベルク（一九〇一―一九七六） ・シュレディンガー（一八八七― 六 ） ・ディラック（一九〇二―一九八四）に代表さ る
（13）ような、若い物理学者たちが
主導して基礎的な部分が集中的に作られた。時として哲学的な論争も含まれる議論にボーアたちも加わった。量子論は新しい見方を取りこんで、さら 発展していったのである
（14）。
一九二〇年代から三〇年代にかけての量子論の研究拠
点は、コペンハーゲン、ミュンヘン、ゲッチンゲンであった
（15）。 「量子力学」という名称は、ゲッチンゲンを
率いたボルン
（16）一八八二―一九七〇）によるものであ
る。研究者 ちは、これらの研究拠点 移動しな ら研鑽を積んだ。たとえばハイゼンベルクは、ミュンヘンのゾンマーフェルト（一八六八―一九五 ）
（17）の下で学位
を取り、ボルンの助手、ボーアの助手を経て、一九二八
年にライプチヒ大学で教授になっている
（18）。これらの研
究拠点には、ヨーロッパのみならず、何名もの北米やアジアからの研究者が行き来していた
（19）。
日本は、明治維新に伴って西欧の物理学を急速に取り
入れるようになる。東京帝国 物理学科教授、理研の主任研究員
（20）であった長岡半太郎（一八六五―一九五〇）
が、自身の研究や弟子 育成を通じて、一九一〇年代には、日本の物理学を西欧の水準に引き上げたと評価されること 多い
（21）。ようやく追いついたと思った頃、西欧
ではまったく新しい物理学が準備されていたのである。
杉浦は、東京帝国大学在学中に、長岡の指導
（22）の下
で、分光学の先端の研究にかかわるよう なった。卒業後、日本光学株式会社に入社するが、二年後、理研に移り長岡研究室に所属する。大学時代から引き続いて、スペクトル線の実験的な研究で成果を挙げ、一九二四年に学位を取得した。同年秋 パリ・ソルボンヌ大学でこの分野を率いるファブリ（一八六七―一九四五）の下へ留 ほぼ一年後コペンハーゲンへ移り、理論の研究を始める。一九二七年春からはゲッチンゲンに移り、秋まで滞在
（23）、米国を経て一九二八年一月
に帰国し 三年強の留学を終えている。まさしく量子力学建設中のヨーロッパに身をおいて たのであ 。
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（二）
ボーアとコペンハーゲンの理論物理学研究所
　
コペンハーゲン大学理論物理学研究所は、ボーアの尽
力により一九二一年に開所した。量子論の研究は物理学・化学の双方にかかわってい ので、 「物理学研究所」では、化学の研究もなされていた。デンマークの財団からの援助
（24）もあって、多くの外国人を受け入れており、
一九二七年には二四名の外国人が滞在していた
（25）。日本
からも、杉浦に加えて、仁科芳雄（一八九〇―一九五 ：帰国後理研主任 員） ・堀健夫（一八九九―一九九四：旅順工大 北大） ・青山新一（一八八二―一九五九：東北大のちに ） ・木村健二郎（一八九六―一九八八：東大・理研兼任）が一九二五年 ら二七年前後に滞在していた
（26）。彼らは、量子力学の作られてい
く現場で、杉浦に関していえば、のちに重水素の発見でノーベル化学賞を受賞し 米国 ユーリー（一八九一―一九八三）と共著の論文を著したり、ボーアやハイゼンベルクに助言を求めながら課題を設定したり
（27）、新しい
着想を得たばかりのシュレディンガーが研究所を訪れ、ボーアからの質問責めに参っている場面に立ち会ったり
（28）、来所していた研究者たちと山に登りながら議論し
た
（29）りして、研究を進めてい のである。
　
このような運営ができたのは、ボーアの研究所が持っ
ていた、権威を認めず、自由で活発な議論に基づく共同作業によって新しいものを発見していこうとする雰囲気である。これはコペンハーゲン精神と呼ばれていた。研究上の成果とともに、留学生たちは、この精神を体感して帰国した。帝国大学では難しくても、仁科・杉浦らの所属する理研は、このような雰囲気が持ち込める環境であった
（30）。
　
留学生たちは、時折、郊外にあるボーアの別荘に招か
れ、マルガレーテ夫人や、子供 ちと一緒に過ごした。マルガレーテは、日本の留学生たちが皆親切だったこと、特に仁科と杉浦は親切 、いつも子供たちの相手をしてくれたと述べている
（31）。このようなひと時もまた、
研究所訪問者たちの印象に残ったものであろう。　
一九三七年四月、ボーア夫妻と二男ハンスが来日す
る。東京・東北・京都・大阪の各帝大での講演と観光の合間に、彼らは日本の研究者 家族とも私的な交流を持った
（32）。
 みきがマルガレーテに宛てた一九三八年四月
二一日付の手紙には
（33）、一緒に生け花の先生宅を訪問し
たことや当時義勝宅に同居してい 杉浦の母への言及がある。杉浦も、家族ぐるみでボーア一家を歓待したのだった。
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（三）理学部の構想とコペンハーゲン精神杉浦に関する歴史研究が待たれている現在、彼の生涯
にわたる研究成果をまとまった形で目にすることはできな
い
（34）。しかし、 『立教大学理学部三〇年史』からは、
杉浦の学徳があってこそ、優秀な教授陣が結集し、私立大学理学部という挑戦的な試みが実現したことがうかがわれる
（35）。
私立大学の理学部設立にあたり、一般的に一番大きな
問題となるのは限られた予算である。杉浦は部長会において、他の総合大学に追従しないで、理論物理・数学・化学・数理哲学
（36）を中心とすれば経費が軽減できること
を述べ
（37）、学科構想を練った。数学科の人選について
は、杉浦は東京大学数学科教授弥永昌吉に相談した。その紹介で北海道大学より着任した吉田洋一が、一九五〇年、そして一九五二年から一九六〇年までの長き わたって学科長 務め、数 教室の基礎を作った
（38）。
化学科の人事にあたっては、杉浦は無機系教授の人選
の相談を東京大学化学科の木村健二郎に持ちかけていた
（39）。木村は、杉浦と同じ時期にコペンハーゲンに留学
していたのみならず 第一高等学校理科でも同期
（40）、帰
国後はともに理研に在籍していた関係である。有機系授の人選は、理学部設立とともに理研から移った村地孝
一の親戚、大阪大学の赤堀四郎が依頼されている。
物理学科の構想は杉浦自身が練った。小規模でも国立
大学に劣らない水準の物理学科を作るために、分野を絞ってそこに集中するとしたのが彼の方針だった
（41）。専
門学校時代から勤務し 後に立教大学総長にな 佃正昊は、杉浦が次のように語ったことを回想している
（42）。
第二次大戦前、ボーアは、戦争が終わってまたよい時代がきたときに、どのような物理学が出発するだろうかということをコンパで語った際、フランス語で 「三つのＥ」を挙げた。エレマン（
élém
ent ） ・アンサンブル
（
ensem
ble ） ・エトワール（
étoile ）である。杉浦はこれ
らを、素粒子・生物物理・原子核になぞ えたのだと。各分野の教員として理研から、渡辺慧・村地孝一・中川重雄が招聘された。
物理学科設立にあたっては、理研からの人材の提供は
欠かせなかった。当時、理研の長は仁科芳雄であった。理研でのサイクロトロンの建造、日本での 爆弾 開発
（43）、湯川・朝永をはじめとする多くの才能ある若い研
究者を発掘したことで広く知られている。弟子とともに取り組んだ原子核にかかわる物理学 研究は、その医学・生物学への応用まで含めた幅広いものだった
（44）。村
地の研究課題は仁科と大きく かわってい し、修士課程設置時に理研から招聘された田島英三と武谷三男
（45）は、
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仁科研究室出身である。仁科は「一個人の研究よりも教育ということはずっと意義がある」と杉浦に語った、と中川は記す
（46）。仁科からも激励され
（47）、彼らは、私立大
学理学部 先駆的な仕事に挑んだのであった。
専門学校からの改組であるから、もちろん設備はな
い。しかし、杉浦は「実験の道具などは昔はみんな手で作ったのだからこさえながら行けばよい。 」
（48）とした。杉
浦自身が、名人芸的な腕前で、学生を指導しな ら、ガラス細工で器具を作った
（49）。初期の理学部での簡単な実
験装置は皆学生の手 りだったが、 れ 却 て学生には有益だったと中川は回想する
（50）。
実験道具を自分たち
で作るのだという杉浦 信条は恩師ボーアの教えであろうと、杉浦と懇意にしていた竹田鐵三チャプレンは記している
（51）。
佃によれば、杉浦はボーアのところにいた話をよくし
ており、学問という はいろいろな分野の人が壁を取り払って一緒にやらなければならな と語っていた
（52）。ま
た、化学科教授萩谷彬を招聘する際 、 「こじんまりした、和気藹々たるものにしたい」 「セクショナリズムを排し、共同研究ができる様 場にした 」という願いが杉浦から語られた
（53）。そして、理学部の基盤が整えられ
た一九五八年頃にいたって 、村地が「コペンハーゲン精神」のことをしばしばいっていた 物理学科教授松平
頼暁は回想する
（54）。
立教大学で学び、のちに物理学科教授になった窪田信
三は、杉浦 コペンハーゲンの数人で議論する雰囲気が物理を進める上で重要と考えていたことを回想している。また、創設当時から学部四年生向けに輪講があった。出席者がもちまわりで、最新の論文を紹介し、それに対して参加者が質問したり、中身を検討したりすることにより、論文に関連す 事柄への理解を深めていくというものであ 四年生に課される輪講は当時と てはめずらしいこと その時杉浦は一番前の席に座り、ににこしながら学生に話しかけていたことも窪田 記している。輪講では当初は教員も報告したが、話し手が教授であろうと学問的におか いものはおかしい だれもが自由に意見を述べており、遠慮なく質問する雰囲気を作るよう教員たちが方向づけていたという
（55）。
日本初の私立大学理学部をコペンハーゲン精神のあふ
れる場にしよう。これは、権威を重んじざるをえな 国立大学では難しいことだ 杉浦の意図は、このようなところにあったと察せられる。
（四）コペンハーゲンへの訃報
　
理学部創設から十一年、大学院博士課程も整備されつ
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つある中で、杉浦は六五歳で逝去した。このことを知らせるため、みきがボーア夫妻へ出した手紙が、ボーア一家の私的書簡集の中に残されている。
D
ecem
ber30th1960
（56）
D
earP
rofessorandM
rs.N
ielsB
ohr:
T
hankyouverym
uchfortheC
hristm
ascardw
ith
thecharm
ingpicture.
A
fteronandoffthesickbedinthepasttw
elve
m
onthsm
yhusbandhaspassedaw
ayforem
physem
a
oflungsonthe7thofthism
onth.
O
n
ly
con
solation
Ih
av
eisth
ath
ew
en
taw
ay
peacefully,thankingyouandallheacquaintedw
ithhis
lifeasyouw
illseefrom
thelittleversew
hichhew
rote
earlythism
onthandw
ishedm
etosenditeveryone
heknew
.H
isverseis-
F
rom
L
ovedidw
ecom
e;
T
oL
ove-Y
es,to L
ove-W
ereturn
T
hisislife.
A
ndnow
intheduskofevening
O
nam
ountainpath,totheendjustahead,
Iw
alkforw
ardalone,
T
urningnow
tolookbackandsm
ile,
G
oodbye,everyone.T
hankyou.
A
h,how
pleasantitw
as!
D
ecem
ber1960
A
tsickbedY
oshikatsuSugiura
Sincerely,
M
ikiSugiura
　（訳）
一九六〇年一二月三〇日
ニールス・ボーア教授、奥様
かわいらしい絵柄のクリスマスカード、ありがとうご
ざいました。
ここ一二か月ばかり、病気で寝たり起きたりしていた
杉浦が、今月七日、肺気腫のため亡くなりました。
ただ一つ救われましたことは、先生や奥様をはじめ、生
前知り合うことができ すべての方々に感謝しつつ、安らかに逝ったことです。杉浦が、今月はじめ 病床でしたためた、ちょっ した詩をご覧になれば、その気持ちはお分かり と思います。杉浦はこれを 知遇を得たあらゆる方に送ってほしいとのことでし ご覧ください。
− 60 −
　　　
（中略：杉浦の辞世の詩句）
一九六〇年一二月
　
病床にて
　　
杉浦義勝
　
かしこ
杉浦みき
　
辞世の詩句は最期をみとった竹田チャプレンが聞き
取った言葉
（57）であるから、杉浦自身がここにあるような
意思表示をしたとは考えにくい。英訳し、ボーアに送ったのは、みきの判断であろう。ゲッチンゲンで、ディラックや後に米国の原爆開発を指揮したオッペンハイマーと一緒に下宿し、彼らの素顔に触れながら研究にいそしんだ日々
（58）、帰国後の世界の研究者たちとの文通、
来日した研究者を時には自宅に招いての接待。コペハーゲン時代のみならず、杉浦は、世界 人々とのつながりの中で研究者 しての生涯を送った。このような来し方を振り返ったみきは、彼が微笑 返 「みなさん」は、世界 の知り合いだと解釈し である。
これを受けて、ボーアは、以下のような返信をみきに
送った。
F
ebruary8,1961
（59）
D
earM
rs.Sugiura
M
yw
ifeandIw
ereverygrievedfrom
yourkind
lettertolearnthatyourhusbandhaspassedaw
ayon
D
ecem
ber7th.A
sw
ellfrom
hisstayinC
openhagenas
from
ourunforgetfulvisittoJapanw
ehavem
ost
treasu
red
rem
em
b
ran
cesofh
isk
in
d
an
d
n
ob
le
personality,andw
ew
ereverym
ovedbythebeautiful
versehew
roteonhissick-bed,socharacteristicofhis
finem
indandattitudetoallaspectofhislife.
W
eb
oth
sen
d
y
ou
ou
rk
in
d
estg
reetin
g
san
d
w
arm
estw
ishes.
Y
oursSincerely,
　（訳）
一九六一年二月八日
杉浦博士の奥様
丁寧なお手紙で御夫君が一二月七日に逝去されたとの
お知らせをいただき、家内も私も深い悲しみに浸っております。コペンハーゲンに滞在されていた時に、また私たちの忘れがたい日本訪問の際に、御夫君の優 く品格ある人柄に触れたことが、もっとも貴重な思い出です。そして、病床で書い う美しい詩 は、人生 あらゆる状況に処する、彼の素晴らしい心の持ち方と態度が
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滲み出ており、私たちは大変心を打たれた次第です。　
私たちの精一杯のお慰めの気持ちをお納めください。
草々（控えにつき署名省略）
ボーアもまた、辞世の詩句の中に杉浦の人柄を見たの
であった。
おわりに
杉浦義勝の名前とその業績は、断片的とはいえ、物理
学者・化学者、科学史家の間ではある程度は知られている。しかし、彼と立教大学理学部が結び付けられることはまずない。今日では、 内においても、理学部創立者がどれほど業績のある物理学者だったかを知る者はほとんどいない。この両者を関係づけると、立教大学の立ち位置について、これまで顧みられなかった見方を得ることができよう。
今日では、ボーア研究所と呼ばれているコペンハーゲ
ンの理論物理学研究所には、ボーアの書斎が残されてる。仕事机の脇には、鎌倉の大仏を前に、ボーア一家が理
研の何名かとともに写っている写真が飾られてお
り
（60）、そこには、当時の杉浦も写っている。コペンハー
ゲンでは、このような形で立教大学理学部とのゆかりが
記憶されていた。謝辞
ボーアと杉浦みきがやりとりした書簡の存在は、ニー
ルス・ボーア文書館から教えていただきました。立教学院史資料センターの田中智子様には、学内での資料収集に協力いただきました。また、立教大学理学部卒業生の一守俊寛氏、佐藤勝造氏には、貴重な資料を提供いただきました。ここに記してお礼を申し上げます。註
（1）
渋沢栄一の提言を受け、時の首相大隈重信が設立を決定した、物
理・化学の研究を中心とする研究所。皇室からの下賜金、政府からの補助金、民間からの寄付金をもとに、財団法人として、一九一七年に文京区駒込に設立された。財閥解体司令が引き金となり、一九四八年に解散するが、株式会社「科学研究所」として 継がれ、五八年に特殊法人、二〇〇三年から独立行政法人として現在に至っている。（2）
立教大学立教学院史資料センター編『立教大学の歴史』 、二〇〇七
年、二〇八―二一六頁。（3）
中川重雄、 「杉浦先生を偲ぶ：愛よりいでて愛に帰る」 、 『立教』 、
二〇号、一九六一年。中川は杉浦に引き続き、一九五一年から一九五七年にかけて理学部長を務めた。（4）
杉浦の葬儀は、準大学葬として、一九六〇年一二月一一日、立教学
院諸聖徒礼拝堂にて執り行われた。 「葬送式順序」は杉浦研究室で学
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（14）
前期量子論およびそこから量子力学が導かれていく過程に関する簡
潔な記述としては、江沢洋、 「二〇世紀初頭に物理学が変わった」 、玉木英彦、江沢洋編『仁科芳雄』 みすず書房、二〇〇五年、六三―八〇頁に所収。（15）
アブラハム・パイス著、西尾成子ほか訳『ニールス・ボーアの時
代・（一） 』 、二〇〇七年、みすず書房、二〇二頁。（16）　
一九五四年、ノーベル物理学賞受賞。ハイトラー・ロンドンの研究
を補完する杉浦の仕事は ボルンのもとでなされたものである ボルンは自伝のなかで“
M
anyforeignstudentscom
etow
orkw
ithm
e.T
o
startw
iththeexotics,therew
eresom
eIndiansandJapanese;ofthe
latterseveralbecom
ew
ell-know
nphysicists,suchasSugiura ” と記し
ている。
M
axB
orn, M
y life,p.235,1978,T
aylor&
F
rancis. なお、歌手
のオリビア・ニュートン＝ジョンはボルンの孫である。（17）
杉浦はミュンヘンに滞在しなかったが、ゾンマーフェ トが
一九二八年に来日した際、付添いの通訳を務め、有益な議論をしたことが、ゾンマーフェルトの日記に記されている。
M
ichaelE
ckert,
A
rnold Som
m
erfeld,Springer,2013,p.328.
（18）
デヴィッド・Ｃ・キャシディ著、金子務監訳『不確定性』 、
一九九八年、白揚社、五五三―五五七頁 あるハイゼンベルクの年譜から確認できる。（19）
日本から留学した量子論の研究者名については、日本物理学会編
『日本の物理学史（上） 』 、一九七八年、東海大学出版、三〇三頁に記載がある。また、前出の『仁科芳雄』四 頁 、一九二〇年から一九三〇年にかけて、コペンハーゲンの研究所に滞在した外国人名一覧がある。（20）　
主任研究員は、各帝国大学に自由に研究室を置くがことができ、理
んだ理学部卒業生一守俊寛氏の提供による。（5）
ボーアの生涯と研究所についての一般向けの解説書としては、たと
えば、西尾成子『現代物理学の父ニールス・ボーア』 、中公新書、一九九三年。（6）
中根美知代、 「手紙類に見る杉浦義勝の海外留学」 、 『物理学史ノー
ト』 、二〇一 出版予定。（7）
ハイトラー・ロンドンの理論については、量子化学の基本的な教科
書、たとえば原田義也、 『量子化学』 、裳華房、一九七八年、二一三―二一四頁、中島威・藤村勇一 『現代量子化学の基礎』 、共立出版一九九九年、一四〇頁を参照のこと。（8）
たとえば、ライナス・ポーリング、小泉正夫訳『化学結合論』 、
一九六二年、 八 。（9）
武藤俊之助、 「日本における固体量子論の草分けの頃」 、 『物性』 、第
四巻、第一号、 七三 ―八 。この講演録は杉浦義勝、 「新量子力学と其応用」 、 『日本物理学会史』 、第二巻附録、一九二八―一九二九年、一四―八八頁に収められている（10）　
湯川秀樹、 『旅人』 、一九五八年、朝日新聞社、二四三頁。
（11）
朝永振一郎、 『量子力学と私』 、一九九七年、岩波文庫版 二六―
二九頁、および『スピンはめぐる』 （新版） 二〇 八年、みすず書房、 六四―二八六頁。（12）
ただし、彼らは、翌年なされた仁科芳雄の講義の方 深く感銘を受
け、上述した文献では仁科の影響を強調している。その め、量子力学を日本に普及 のは、仁科ひとりの仕事と思われている場合も多い（13）
ハイゼンベルクは 一九三二年に シュレディンガーとディ ック
は一九三三年に共同で、ノーベル物理学賞を受賞した。彼らの仕事については、西尾、前出に手短に紹介されている。
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研からそこへ、研究員や予算をつけることができた。たとえば朝永、前出、 『量子力学と私』 、三三頁。長岡の場合は、一九二六年に東京帝大を定年退職したが、一九二二年から理研主任員を併任していた。木村正路（一八八三―一九六二）のように、京都帝国大学教授兼理研主任研究員という場合も何件かあった。（21）
安孫子誠也ほか、 『はじめて読む物理学の歴史』 、二〇〇七年、ベレ
出版、二八一―二八三頁。（22）
長岡と共著で発表した論文は、板倉聖宣ほか、 『長岡半太郎伝』 、
一九七三年、朝日新聞社、巻末の長岡の業績一覧に見ることができる。同書では、ふたりのかかわりが散発的に記されてい 。（23）
中川は前出
（3）で、杉浦はゲッチンゲンを経て、コペンハーゲンに向
かったとしている。 『立教大学理学部五〇年誌』 、 （二〇〇一年刊行） 、一九七頁にも、窪田信 による同様の記述がある。 かし 杉浦自身の回想録には、ボーアの紹介状を携えてボルンを訪ねたとあるので、実際は逆である。杉浦義勝「水素分子の基本状態：ゲッチンゲン 思い出」 、 『化学の領域』 、一九五四年、 ―一 一一―一五頁。このことは、杉浦が理研にあてた手紙類からも跡づけられる。中根、前出 杉浦の回想録には まずパリへ行ったことも記されている。（24）　
パイス、前出、三二一―三二六頁。
（25）　
西尾、前出 一五八頁。
（26）
コペンハーゲンの研究所滞在者の手記が、前出『仁科芳雄』に所収
されている。木村健二郎、 「コペンハーゲンの仁科博士」 三三―四五頁、堀健夫、 「ボーア・グループとコペンハーゲン精神」 、四六―五四頁。（27）　
中根、前出。
（28）　
中根良平ほか編、 『仁科芳雄往復書簡集（一） 』 、みすず書房
二〇〇六年、六一頁。（29）　『立教大学理学部五〇年誌』 、一九七頁。
（30）
朝永振一郎、 『科学者の自由な楽園』 、岩波文庫、一六六―一六七
頁、一七九頁。（31）
マルガレーテ・ボーア、 「日常の生活」 、前出『仁科芳雄』 、二〇二
―二〇八頁に所収。（32）　
木村健二郎、朝永振一郎、 「ボーア先生 八ミリ映画」 『自然』 、
一九七四年一月号 四四―五一頁。マルガレーテ・ボーア、前出。（33）　
N
ielsB
ohrP
rivateC
orrespondence に所収されている。投函した
年の記載はなく、月日だけ書かれているが、手紙の内容から、ボーア来日の翌年の一九三八年と推定される。（34）
たとえば、辻哲夫、 「日本における物理学の自立」 、 『物理学史への
道』 、二〇一一 、こぶし書房、一一八―一九五頁所収、程度にとどまっている。そ 理由 つは 物理学に分類される杉浦の多く 仕事が、化学史で論じられるハイトラー・ロンドンの理論を補完した成果と切り離されて論じられているからであろう。（35）　『立教大学理学部三〇年史』 、一九七九年、一五三―一五四頁。
（36）
数理哲学にかんする学科はできなかった。しかし、哲学的な事柄を
包含することが多い 数 ・化学史は、それぞれの学科の選択科目として創設時から設置され た（37）　『立教大学理学部三〇年史』 、四頁。
（38）　
同右、二八八頁。
（39）　
同右、三一頁。
（40）
『第一高等学校一覧』 （大正 ―四年） 、一九一四年（大正三年） 、一三八頁。
（41）　『立教大学理学部三〇年史 、二三頁。
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（42）　
同右、一四五頁。
（43）
たとえば 山崎正勝、 『日本の核開発：一九三九―一九五五』 、績文
堂、二〇一二年。同書には、木村と武谷に関する記述もある。（44）
仁科の業績については、たとえば、前出、玉木、江沢編『仁科芳
雄』 。同書には、田島も寄稿している。また、村地の業績も散見される。（45）　『立教大学理学部三〇年史』 、一二七頁。
（46）　
中川、前出。
（47）　『立教大学理学部三〇年史』 、一〇五頁。
（48）
佐々木順三、 「始業礼拝講話：杉浦義勝先生を偲ぶ」 、 『チャペル
ニュース』 、一九六一年一月号 頁。（49）　『立教大学理学部三〇年史』 、一三四頁および二二五頁。
（50）　
同右、一〇七頁。
（51）　
同右、一二二頁。
（52）　
同右、一四六―一四七頁。
（53）　
同右、一一四頁。
（54）　
同右、一三四頁。
（55）　『立教大学理学部五〇年誌』 、一九七頁。
（56）　
N
ielsB
ohrP
rivateC
orrespondence に所収。
（57）　『立教大学理学部三〇年史』 、一二三頁。
（58）　
杉浦、前出。
（59）　
N
ielsB
ohrScientificC
orrespondence に所収。
（60）　
玉木・江沢編、前出『仁科芳雄』の中央部に所収されている写真集
「ボーア教授の来日」の項に、この写真が掲載されている。二〇一三年六月に筆者が研究所を訪問し、確認した。
